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損益計算書

✓ 売上高は減少、売価改善や為替等の影響により増益

（単位：百万円）

23年 1-3月 24年 1-3月

金額 比率 金額 比率

売上高 64,886 100% 62,460 100% △ 2,426

売上原価 47,012 72.5% 42,141 67.5% △ 4,871

売上総利益 17,873 27.5% 20,319 32.5% 2,445

販管費 14,346 22.1% 14,693 23.5% 347

営業利益 3,527 5.4% 5,625 9.0% 2,097

営業外損益 △ 563 △0.9% △ 957 △1.5% △ 393

経常利益 2,964 4.6% 4,667 7.5% 1,703

特別損益 72 0.1% △ 408 △0.7% △ 481

税引前当期純利益 3,036 4.7% 4,259 6.8% 1,222

法人税等 2,062 3.2% 2,249 3.6% 187

非支配株主当期純利益 127 0.2% △ 4 △0.0% △ 132

親会社株主当期純利益 847 1.3% 2,014 3.2% 1,167

 増減
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営業利益増減要因

✓ 売価改善や為替等の影響により営業利益は21億円増加

その他内訳
原材料費等アップ △1,400

3,527 △700

2,500 

1,100 △200
△602

5,625 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

23年 1-3月 物量 売価 為替 費用 その他 24年 1-3月

（百万円）



4

貸借対照表

手許資金 94,343 93,302 △ 1,041

売上債権 50,346 37,512 △ 12,833

棚卸資産 122,282 140,881 18,599

その他 11,248 7,521 △ 3,726

流動資産計 278,221 279,218 997

有形固定資産 65,952 66,893 940

無形固定資産 2,612 6,207 3,594

投資その他の資産 18,457 19,142 685

固定資産計 87,023 92,244 5,220

資産合計 365,244 371,462 6,217

24年

3月末

23年

12月末
 増減

（単位：百万円）

仕入債務 48,438 50,838 2,399

有利子負債 91,315 92,330 1,014

その他 44,136 44,217 80

負債計 183,890 187,385 3,495

純資産計 181,354 184,077 2,722

負債・純資産計 365,244 371,462 6,217

 増減
24年

3月末

23年

12月末

✓ 生産制約・為替等の影響により棚卸資産増加

23年

1-12月

24年

1-3月

売上債権回転期間 65.6日 54.7日

棚卸資産回転期間 159.3日 205.3日

自己資本比率 49.6% 49.5%
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製品別売上高

✓ 車両搭載型クレーンを除き減少

※22年度に連結対象会社の決算日を12月末に統一したため、
FY21以前は3月期決算、FY22以降は12月期決算となります。
決算期変更の経過期間となるFY22は9ヶ月変則決算数値となります。

（単位：百万円）

金額 増減率

建設用クレーン 44,364 43,585 △ 778 △1.8%

車両搭載型クレーン 4,286 4,371 84 2.0%

高所作業車 4,396 2,795 △ 1,601 △36.4%

その他 11,839 11,708 △ 130 △1.1%

合計 64,886 62,460 △ 2,426 △3.7%

建設用クレーン、日本向け及び海外向け売上高

日本 12,304 10,148 △ 2,156 △17.5%

海外 32,059 33,436 1,377 4.3%

合計 44,364 43,585 △ 778 △1.8%

為替レート ※1-3月期中平均レート

USD 132.3 148.6

EUR 142.1 161.3
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仕向地別売上高

✓ 北米増加、欧州・日本等は減少

※上のグラフには日本を含んでおりません。
※その他は、アフリカ、CISを含んでおります。
※22年度に連結対象会社の決算日を12月末に統一したため、

FY21以前は3月期決算、FY22以降は12月期決算となります。
決算期変更の経過期間となるFY22は9ヶ月変則決算数値となります。

（単位：百万円）

金額 増減率

欧州 8,890 7,443 △ 1,446 △16.3%

北米 19,452 23,033 3,581 18.4%

中南米 504 600 96 19.1%

アジア 3,178 3,151 △ 26 △0.8%

中東 4,039 3,773 △ 266 △6.6%

オセアニア 2,680 2,527 △ 152 △5.7%

その他 263 382 119 45.2%

小計（海外計） 39,009 40,913 1,904 4.9%

日本 25,877 21,546 △ 4,330 △16.7%

合計 64,886 62,460 △ 2,426 △3.7%

海外売上高比率 60.1% 65.5%
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